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l 村のようす I 
i (48年12月1日現在）

： 

i 
「世帯数 1,419戸
: 人： 口 7,235人

i 男 3,531人

l女 3,704人

i面積 46.62属
c •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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ガード下の事故

>
A
し
干品

年
末
年
始
時
に
お
け
る
交
通
量
◎
運
動
期
間

の
増
大
、
交
通
環
境
の
悪
化
等
に
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
五

よ
る
交
通
事
故
の
多
発
傾
向
と
飲
日
（
土
）
か
ら
昭
和
四
十
九

酒
の
機
会
が
多
く
な
る
時
期
を
と
年
一
月
十
四
日
（
月
）
ま
で

ら
え
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
広
の
一
ヶ
月
間

く
県
民
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
す

C)
ス
ロ
ー
ガ
ン

べ
て
の
県
民
が
安
全
な
運
転
と
正
飲
酒
運
転
と
歩
行
者
の
事
故

し
い
歩
行
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
を
な
く
そ
う
。

り
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
目
的
◎
推
進
事
項

で
左
記
に
よ
り
県
民
運
動
が
実
施
一
、
飲
酒
運
転
絶
滅

日
飲
酒
運
転
絶
滅
キ
ャ
ソ
ペ

さ
れ
ま
す
。

ー
ン
の
推
進

村
民
の
皆
さ
ん
こ
の
運
動
の
推

進
事
項
を
よ
く
守
り
、
明
る
＜
‘
⇔
飲
酒
運
転
絶
減
家
族
会
議

の

推

進

＃

楽
し
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
る
こ

（
飲
酒
運
転
追
放
―
―
―
な
い
運

と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

任
期
満
了
に
よ
る
玉
川
村
土
地

改
良
区
総
代
総
選
挙
が
、
十
一
月

十
三
日
告
示
さ
れ
て
、
十
一
月
二

十
三
日
立
候
補
の
締
切
ら
れ
ま
し

た
が
、
候
補
者
数
が
選
挙
に
よ
る

総
代
の
定
数
を
こ
え
な
か
っ
た
た

1

め
無
投
票
と
な
り
、
十
二
月
三
日

の
選
挙
会
で
次
の
四
十
五
名
の
方

が
当
選
人
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
ー
選
挙
区

南

須

釜

天

野

富

夫

ク

戸

津

今

朝

吉

佐

藤

勝

美

大

野

義

治

飯

島

武

重

塩

沢

義

房

小

原

栄

作

小

原

春

雄

関

根

米

ニ

草

野

直

江

石

井

梅

吉

瀬

谷

輝

次

渡

辺

哲

夫

塩

沢

清

徳

大

野

辰

雄

// // // // ク'

北
須
釜
ク // // // // // ~ 

三二
, H ... 四国
言安追
目仕全飲放職こいだな．転動
＇業運酒．場と、° 者らし
目点転運 かツ運に飲なア
目検の転 ら・動はまい酒
＝ 目と励取 の を運な° を
言車行締 飲 呼転し、イ飲
目両り酒び ° 運ん
整の運．か

さ
ウ転だ

備強転けせ飲す',,-

の化の るなんる~

励
行

⇔
歩
行
者
保
護
意
識
の
徹
底

回
無
謀
連
転
の
排
除

四
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方

の
励
行

三
、
正
し
い
歩
行
の
励
行

歩
行
者
の
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け

正
し
い
歩
行
を
実
践
す
る
。

日
家
庭
、
学
校
、
職
場
に
お

け
る
安
全
教
育
の
徹
底

（
四
五
）

（
四
四
）

（
四
六
）

（
四
七
）

（
四
八
）

（
四
六
）

（
四
七
）

（五一―-）

（
五
二
）
ク

（
五
五
）
ク

（
四
八
）
中

（
四
七
）
ク

（
四
七
）
ク

（
四
七
）
岩
法
寺

全

一

）

ク 吉

森

鶴

義

ク

鈴

木

喜

一

郎

グ

須

釜

勝

美

山

小

屋

石

森

仲

夫

ク

石

森

清

春

四

辻

渡

辺

金

一

第
二
選
挙
区

川

辺

熊

田

富

雄

ク

矢

部

博

重

坂

本

治

平

坂

本

菊

雄

三
瓶
農
夫
也

鈴

木

明

鈴
木
由
之
助

真

弓

吉

末

車

田

正

衛

矢

吹

嘉

雄

矢

吹

太

郎

車

田

利

男

溝

井

義

明

首

藤

芳

次

小

針

武

夫

小

針

守

次

大

竹

好

雄

村

越

良

政

（
五
一
）

（
四
九
）

（五一．）

（
五
二
）

（
五
一
）

（
四
六
）

（五一―-）

（四――-）

（
四
八
）

（
四
八
）
．

（
三
八
）

（
四
九
）

（五

0
)

（
五
八
）

（
四
九
）

（
六
二
）

（
四
九
）

（
四
八
）

倉

小蒜
// // // // 

高生
// // I/ 

（
四
五
）

（
四
七
）

（
四
五
）

（
四
三
）

（五

0
)

（五一
j

-

）

玉
川
第
一
小
学
校
は
十
月
行
な

わ
れ
た
第
二
十
四
回
福
島
県
学
校

環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

昨
年
に
続
き
国
土
緑
化
福
島
県
推

進
委
員
会
長
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。

連
続
国
土
緑
化
県

推
進
委
員
会
長
賞

に
輝
く

~ // 

玉
川
村
土
地
改
良
区
総
代
決
ま
る

岩
法
寺

竜

崎クク

奥

野

義

章

小

林

俊

清

小

林

正

与

上

野

忠

三

小

林

喜

次

石

井

元

広

以
上
の
よ
う
な
推
進
事
項
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
忘

年
会
や
新
年
会
等
で
酒
を
飲
む
機

会
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
飲
酒
運

転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
お
互
い

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
五
一
）

（
三
八
）

（
三
六
）

（
三
九
）

（四

0
)

（
五
二
）

⇔
横
断
歩
道
、
横
断
歩
道
橋

の
利
用

伺
愛
の
一
声
運
動
の
推
進

四
道
路
環
境
の
整
理
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村
民
の
声
を
村
政
に
と

村

政

懇

談

会

昭和48年12月1日

明
る
い
、
豊
か
な
、
魅
力
あ
る
見
、
村
政
に
対
す
る
御
要
望
等
が

玉
川
村
を
つ
く
る
た
め
に
村
で
は
沢
山
で
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
よ
り
十
三
年
間
の
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と
。

村
振
興
計
画
を
つ
く
り
ま
し
た
。
一
、
主
要
村
道
の
改
良
舗
装
の
早

こ
の
計
画
を
実
現
す
る
に
は
村
民
期
実
施
と
、
生
活
道
路
に
対
す

全
体
の
理
解
士
協
力
が
是
非
必
要
る
維
持
捕
修

ρ強
化
及
び
交
通

で
あ
り
ま
す
3

そ
の
た
め
に
各
部

J

・安
、各
紙
設
が
整
偽
ー拡
お

落
を
歩
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
ど
一
一
-
消
防
水
利
施
設
の
整
備
拡
充

ん
な
こ
ど
を
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
三
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
略
化
の
指
導

を
村
政
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
四
、
小
規
模
土
地
改
良
事
業
に
対

か
を
、
一
人
一
人
よ
り
お
聞
き
し
す
る
村
の
姿
勢
と
補
助
等
に
つ

村
政
に
反
映
さ
せ
よ
ペワ

良

い

村

づ

い

て

く
り
を
す
る
だ
め
、
さ
せ
る
た

巧
五
、
中
央
公
民
館
建
設
に
対
す
る

め
、
去
る
十
一
月
二
十
七
日
よ
り
要
望

十
二
日
聞
に
及
ぶ
日
程
で
村
よ
り
六
‘
ゴ
ミ
収
集
、
便
所
汲
取
り
に

村
長
を
始
め
各
課
長
が
部
落
の
公
対
す
る
こ
と
¥

民
館
に
出
向
い
て
村
政
懇
談
会
を
七
、
子
供
の
遊
'
び
場
設
置
及
び
施

開
催
し
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
方
設
の
拡
充

に
は
お
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
八
、
老
人
憩
の
家
の
建
設

ず
多
数
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
九
、
公
営
住
宅
の
建
設

て
、
大
変
熱
の
こ
も
っ
た
御
意
そ
の
他
、
税
金
、
教
育
関
係
等

No.88 
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竹
や
ぶ
の
影
と
な
り
た
る
月
九
に
ほ
の
ぼ
の
と

せ
り
下
り
し
さ
苫
り
は

由
、

更
け
し
夜
を
さ
ぎ
り
の
か
ら
む
岐
の
村
今
沈
ま

ん
と
す
る
月
九
淡
さ

ゆ
き

夕
映
え
て
明
る
く
暮
る
る
空
の
色
返
さ
た
る
友

の
幾
人
か
忠
う

庭
の
し
げ
み
に
ま
ひ
る
鳴
く
虫
乏
し
く
て
忠
え

ば
長
し
吾
の
ひ
と
代
も

河
原
月
丸
羊
タ
美
し
く
問
き
た
れ
ば
長
き
時
間

を
こ
、
に
空
費
す

i 
i 

l 
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村

井

の

溝

たまかわ広報

EE--=Ez--
川
い
し
ま
す
が
べ
漢
し
い
自
然
を
も

…

谷

λ

紅

¥
禁

松

郎

…

つ

玉

川

村

JY
こ
の
ま
与
の
姿
で
後

ー
川
世
に
残
す
た
め
化
寸
小
さ
な
主
主
で

川
・
谷
F
r

紅

葉

小

、
滝

に

キ

の

ー
ゐ

だ

り

け

り

川

す

か

、

一
審
舎
を
J

整
備
礼
宮
し
で
、
リ

散

り

ニ

ぼ

る

百

日

紅

の

お

z

し

み

け

り

・

川
糞
尿
め
処
理
に
配
慮
さ
れ
、
叉
一

夕

暮

れ

て

皮

り

・

初

め

し

舟

の

数

一

川

-般
家
庭
の
べ方
tu.コ
ミ
を
や
た
ら
に

川

山

互

に

垂

る

萩

の

紅

さ

に

触

れ

ゆ

け

り

・

m

捨
て
な
い
で
、
公
害
の
な
い
、
明

川

は

り

山

る

い

、

美

し

い

村

ィつ
く
り
に
御
協

え

蛾

う

ち

で

致

璃

戸

ょ

っ

閉

さ

た

り

け

り

川

川
、力
下
さ
い
。

川

筆

は

こ

び

か

ろ

く

し

今

日

の

司

差

す

秋

川

川・

川

溢

宝

刀

羊

の

な

か

よ

り

虫

鳴

け

る

川

e

わ
づ

-

-

m

s

J
F

川

窓

僅

か

あ

け

を

り

室

に

丸

、

の

き

で

川

一一e

t
正
、

cw

川

大

霜

に

葉

も

一花

も

色

変

り

け

り

川

i;a

紅

葉

散

り

裏

禁

梯

の

失

。九

跡

，

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
御
意
見
、

御
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
村
と
し

ま
し
て
も
、
こ
う
し
e

た
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
、
一
つ
一
つ
検
討
し
ま

し
て
、
村
民
の
芦
を
村
政
に
反
映

さ
せ
ま
し
て
健
全
な
村
e
つ
く
り
に

遁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
守
。

今
後
と
も
明
る
い
村
づ
く
り
の

た
め
御
協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。

最
近
全
国
各
地
で
、
公
害
問
題

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
宝
川
村
で
も
健
康
で
明
る

い
村
守
つ
く
り
す
る
た
め
、
公
害
条

例
を
定
め
村
の
諮
問
機
関
と
し
て

公
害
対
策
審
議
会
を
設
け
公
害
発

減
施
設
、
例
え
ば
工
場
、
養
豚
場

養
鶏
場
よ
り
排
出
さ
れ
ま
す
、
油

悪
臭
、
煤
煙
、
汚
水
等
の
自
然
環

境
を
破
壊
す
る
原
因
物
質
に
つ
い

て
厳
し
く
監
視
を
じ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
製
造
業
等
の

指
定
事
、業
場
、
五
百
頭
以
上
の
養

豚
場
守

一
万
羽
以
占
J

の
養
鶏
場
等

に
つ
い
で
は
国
、
県
の
規
制
に
よ

り
浄
化
槽
の
設
置
、
処
理
施
設
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
以
下
の
小
規
模
事
業
場
は
国

県
の
規
制
か
ら
除
か
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
小
規
模
事
業
場
よ

り
排
出
さ
れ
ま
す
。
汚
水
、
悪
臭

の
問
題
が
J

大
き
く
な
り
苦
情
が
絶

え
ま
せ
ん
)
特
に
養
豚
飼
育
農

家
、
和
牛
飼
育
農
家
の
方
に

溝
井
明
三
議
員
砧

十
月
中
旬
よ
れ
イ
須
賀
川
市
池
田

病
院
む
九
院
療
養
中
で
あ
り
-主

L

た
溝
井
明
三
〈
五
0
・Z
)
議
員
は

肝
硬
変
…症
の
た
め
、
F

十
二
月
六
日

午
後
三
時
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
田
十
七
年
三
月
村
議
会
議

員
に
な
ら
れ
経
済
土
木
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
P
村
政
に
尽
ペ
し
期

~待
き
れ
引て
お
り
ま
し
た
り
で
、
非

常
に
残
念
に
存
心
ま
す
。

つ
L
Lん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

~い
た
し
ま
す
。

阿佐佐小石鈴遠小岩小味

出

部藤藤林森木 針谷針原生
藤 一児

剛唯正恵氏

名

子子一則也子尚祐義俊美

喜重吉 勝幸菊要唯武清世
代弥 帯

主
徳光一 利夫男祐二 光名
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